
IS二次創作バトル短編集

 ASO(活動休止中)



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
作
者
が
没
と
し
た
作
品
の
バ
ト
ル
シ
ー
ン
の
み
を
集
め
た
短
編
集
で
す
。
作

者
の
趣
向
上
Ｍ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
化
系
列
が
多
い
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
も
な
い
で
す
。

　
没
理
由
と
し
て
は
活
動
報
告
を
読
め
ば
分
か
る
通
り
モ
チ
ベ
低
下
と
多
忙
に

よ
っ
て
書
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
が
大
半
で
す
。

　
あ
と
Ｍ
Ｓ
の
動
き
と
か
参
考
に
出
来
そ
う
な
も
の
と
か
あ
ん
ま
し
な
く
て
難

し
い
ね
。

　
以
上
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ダ
リ
ル
Ｖ
Ｓ
イ
オ
　
〜
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト

〜
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　「
死
ね
ぇ
ぇ
っ
!
　
義
足
野
郎
ぉ
ぉ
ぉ
っ
!
」

　
ズ
タ
ズ
タ
に
破
壊
さ
れ
た
コ
ロ
ニ
ー
内
で
、
雷
を
バ
ッ
ク
に
死
闘
を
繰
り
広
げ

る
二
人
の
姿
。

　
ダ
リ
ル
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
と
イ
オ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
。
彼
ら
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な

筈・

だ・

っ・

た・

い
『
絆
』
で
結
ば
れ
て
い
た

。
し
か
し
、
今
彼
ら
を
繋
い
で
い
る
の
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
『
宿
命
』。

「
ク
ッ
!
」

　
ダ
リ
ル
の
駆
る
真
紅
の
Ｉ
Ｓ

　
─
─
─
『
サ
イ
コ
・
ザ
ク
』
は
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
に
こ
れ
で
も
か
と
装
備
さ
れ

た
武
装
と
プ
ロ
ペ
ラ
ン
ト
タ
ン
ク
か
ら
ザ
ク
マ
シ
ン
ガ
ン
を
二
丁
取
り
出
し
、
遥

か
虚
空
の
敵
へ
構
え
る
。
コ
ロ
ニ
ー
の
壁
へ
落
下
し
な
が
ら
上
空
の
敵
Ｉ
Ｓ
へ

斉
射
。

　
マ
シ
ン
ガ
ン
が
火
花
を
散
ら
し
、
一
秒
に
何
発
も
撃
ち
出
さ
れ
る
度
に
鳴
る
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
よ
う
な
音
が
響
く
。

「
俺
は
あ
の
日
、
思
い
出
し
た
く
無
か
っ
た
!
　
俺
達
は
殺
し
合
う
運
命
だ
と
言

う
こ
と
に
!
」

　
嘆
く
ダ
リ
ル
。
モ
ノ
ア
イ
が
光
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
隠
れ
た
そ
の
目
は
、
激
し
い

憎
悪
に
満
ち
て
い
た
。

「
で
も
よ
ぉ
、
俺
達
は
一
度
魅
入
ら
れ
ち
ま
っ
た
!
　
戦
い
に
!
　
血
で
血
を
洗

う
戦
場
の
空
気
、
そ
し
て
殺
し
合
い
に
ぃ
っ
!
」

　
激
昂
す
る
イ
オ
。
ツ
イ
ン
ア
イ
が
光
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
隠
れ
た
そ
の
目
は
、
激

し
い
怒
り
が
燃
え
上
が
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
二
人
が
嘆
け
ど
も
、
怒
れ
ど
も
、
あ
の
日
に
戻
る
こ
と
は
未
来
永
劫
、

な
い
。

　
ど
ち
ら
か
が
死
ぬ
ま
で
、
こ
の
戦
い
は
、
終
わ
ら
な
い
。

　
イ
オ
の
駆
る
モ
ノ
ク
ロ
の
重
装
甲
Ｉ
Ｓ

　
─
─
─
『
フ
ル
ア
ー
マ
ー
ガ
ン
ダ
ム
』
は
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
の
大
通
り
を
ホ
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バ
ー
移
動
し
な
が
ら
距
離
を
取
り
続
け
る
ザ
ク
に
対
し
て
肩
部
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ

ル
を
放
つ
。

　
ズ
ギ
ュ
ゥ
ゥ
ン
と
い
う
独
特
の
音
と
共
に
、
そ
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
弾
は
サ
イ
コ

ザ
ク
を
通
り
抜
け
、
後
ろ
の
廃
ビ
ル
を
木
っ
端
微
塵
に
破
壊
し
た
。

　
宙
に
舞
う
瓦
礫
。
地
に
降
り
立
っ
た
ガ
ン
ダ
ム
は
、
止
ま
っ
て
い
た
廃
車
を
蹴

散
ら
し
、
ま
た
飛
び
立
つ
。
青
白
い
ス
ラ
ス
タ
ー
の
残
光
を
残
し
な
が
ら
。

「
思
い
出
し
た
か
ら
に
は
、
も
う
元
に
は
戻
さ
せ
ね
ぇ
!
　
今
度
こ
そ
お
前
に
…

勝
つ
!!
」

　
肩
部
の
ミ
サ
イ
ル
ポ
ッ
ド
か
ら
放
た
れ
る
多
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
。
白
い
軌
跡
を

残
し
な
が
ら
、
分
散
す
る
。

　
ザ
ク
は
マ
シ
ン
ガ
ン
を
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
に
付
い
た
サ
ブ
ア
ー
ム
に
託
し
、
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
バ
ズ
ー
カ
に
持
ち
替
え
る
。
マ
シ
ン
ガ
ン
を
真
後
ろ
か
ら
迫
る
ミ
サ

イ
ル
群
に
向
け
て
、
射
撃
。
廃
ビ
ル
群
の
頭
上
で
ミ
サ
イ
ル
が
こ
と
ご
と
く
爆
砕

さ
れ
る
。

　
そ
の
先
に
い
る
筈
の
ガ
ン
ダ
ム
が
…
…
い
な
い
。

　
警
告
。

　
ビ
ー
ッ
と
い
う
甲
高
い
ア
ラ
ー
ム
。

　
頭
上
に
は
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
を
構
え
た
ガ
ン
ダ
ム
。

　
咄
嗟
に
バ
ズ
ー
カ
を
捨
て
、
ヒ
ー
ト
ホ
ー
ク
で
切
り
結
ぶ
。

　
ダ
リ
ル
は
歯
ぎ
し
り
す
る
。

「
絶
対
に
殺
す
…
…
殺
し
て
や
る
!!
」

「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
!!
」

　
ホ
バ
ー
移
動
の
ま
ま
右
に
左
に
ジ
グ
ザ
グ
と
動
く
。
触
れ
合
っ
た
切
っ
先
か

ら
火
花
を
散
ら
す
。

「
ぐ
う
う
っ
!
」

　
イ
オ
は
唸
り
、
ザ
ク
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
掴
ん
で
抑
え
た
。
も
う
片
方
の
手
で

サ
ー
ベ
ル
を
構
え
直
し
、
相
手
の
胸
に
突
き
立
て
よ
う
と
す
る
。

　
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
の
光
を
捉
え
る
ザ
ク
の
ハ
イ
パ
ー
セ
ン
サ
ー
。
火
器
の
反

応
を
知
ら
せ
る
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
続
け
る
。

「
ッ
!!
」

　
ザ
ク
は
咄
嗟
に
相
手
の
手
首
を
掴
み
、
振
り
払
い
。
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両
者
転
が
っ
て
受
け
身
を
と
っ
た
先
で
、
ま
た
も
二
人
の
顔
が
歪
む
。

　
ザ
ク
マ
シ
ン
ガ
ン
と
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
が
火
を
吹
き
、
至
近
距
離
で
大
爆

発
を
起
こ
し
た
。

　
前
面
を
四
枚
の
シ
ー
ル
ド
で
防
御
し
な
が
ら
煙
か
ら
抜
け
出
す
ガ
ン
ダ
ム
。

上
空
に
後
退
し
、
安
全
を
確
保
し
た
後
、
左
腕
の
シ
ー
ル
ド
を
パ
ー
ジ
し
て
サ
ブ

ア
ー
ム
の
シ
ー
ル
ド
に
付
け
替
え
る
。

　
同
じ
く
ザ
ク
も
、
離
脱
し
た
後
、
背
部
に
接
続
さ
れ
た
大
型
プ
ロ
ペ
ラ
ン
ト
タ

ン
ク
を
パ
ー
ジ
、
ザ
ク
マ
シ
ン
ガ
ン
の
マ
ガ
ジ
ン
を
捨
て
て
収
納
。
ビ
ー
ム
バ

ズ
ー
カ
へ
持
ち
替
え
る
。

　
大
型
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
か
ら
青
い
光
を
吹
き
出
し
、
ザ
ク
へ
迫
る
ガ
ン
ダ
ム
。
正

面
か
ら
狙
っ
て
く
る
ビ
ー
ム
を
避
け
、
二
連
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
を
ザ
ク
へ
照
準
を

合
わ
せ
る
。

　
射
撃
。
爆
発
。
手
応
え
は

　
─
─
─
軽
い
。

　
ハ
イ
パ
ー
セ
ン
サ
ー
は
確
か
に
爆
発
の
光
を
捉
え
た
。
イ
オ
は
そ
こ
を
重
点

的
に
見
や
る
。

　
爆
発
し
た
の
は
、
先
程
パ
ー
ジ
し
た
プ
ロ
ペ
ラ
ン
ト
タ
ン
ク
だ
っ
た
。

「
頭
上
!
」

　
叫
ぶ
イ
オ
。
そ
の
言
葉
通
り
、
頭
上
に
は
ビ
ー
ム
バ
ズ
を
構
え
た
サ
イ
コ
・
ザ

ク
が
。
砲
門
が
光
る
。

　
光
芒
が
ま
た
現
れ
、
そ
し
て
消
え
る
。

「
ぐ
っ
!
」

　
イ
オ
は
唸
り
な
が
ら
も
、
辛
く
も
避
け
る
。

　
お
返
し
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
ラ
ン
ド
セ
ル
に
搭
載
さ
れ
た
大
型
ビ
ー
ム
砲
を

放
つ
。

（
俺
は
…
お
前
よ
り
、
上
だ
…
…
!
）

　
一
瞬
、
イ
オ
の
頭
に
過
る
ビ
ジ
ョ
ン
。
脳
裏
に
焼
き
付
い
た
、
シ
ュ
ツ
ル
ム
・

フ
ァ
ウ
ス
ト
が
放
た
れ
る
そ
れ
を
振
り
払
い
、
追
加
で
多
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
を
三
つ

放
つ
。

　
ダ
リ
ル
も
険
し
い
顔
で
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
バ
ズ
を
放
ち
、
ミ
サ
イ
ル
を
一
つ
落
と

し
た
後
、
身
を
翻
し
後
退
。
ザ
ク
を
通
り
抜
け
眼
前
に
躍
り
出
た
も
の
を
マ
シ
ン
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ガ
ン
で
破
壊
す
る
。

　
残
っ
た
多
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
は
展
開
し
、
弾
頭
が
散
開
。
白
い
軌
跡
を
残
し
な
が

ら
空
中
で
乱
舞
す
る
。

　
全
方
位
か
ら
迫
る
ミ
サ
イ
ル
を
ス
レ
ス
レ
で
躱
し
続
け
る
ザ
ク
。
ダ
リ
ル
は

冷
や
汗
を
感
じ
な
が
ら
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
バ
ズ
を
取
り
出
し
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ズ
ー

カ
射
撃
。

　
爆
発
。
ミ
サ
イ
ル
を
一
つ
落
と
す
が
、
本
命
は
ガ
ン
ダ
ム
で
あ
り
、
ミ
サ
イ
ル

は
射
撃
を
阻
む
壁
だ
っ
た
。
も
う
一
発
撃
つ
が
、
ミ
サ
イ
ル
の
雨
に
阻
ま
れ
、
ダ

リ
ル
は
舌
打
ち
す
る
。

　
マ
シ
ン
ガ
ン
を
乱
射
、
ミ
サ
イ
ル
群
を
一
層
し
た
が
、
左
方
か
ら
、
ガ
ン
ダ
ム
。

「
っ
!?
」

　
振
り
向
く
。
が
、
遅
い
。

「
で
ぇ
や
ぁ
っ
!!
」

　
ス
ラ
ス
タ
ー
を
更
か
し
て
急
接
近
。
そ
し
て
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
に
よ
る
一
閃
。

そ
れ
は
、
ザ
ク
が
装
備
し
て
い
た
バ
ズ
ー
カ
の
砲
身
を
叩
き
斬
っ
た
。

　
バ
ズ
ー
カ
を
手
放
し
マ
シ
ン
ガ
ン
を
斉
射
。
が
、
弾
切
れ
。

　
シ
ー
ル
ド
で
防
御
し
て
い
た
ガ
ン
ダ
ム
だ
っ
た
が
、
一
転
、
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル

を
逆
手
に
持
ち
、
ザ
ク
に
肉
迫
す
る
。

「
運
が
悪
か
っ
た
な
!
」

「
う
っ
!
」

　
咄
嗟
に
ヒ
ー
ト
ホ
ー
ク
で
受
け
流
す
。
が
、
ヒ
ー
ト
ホ
ー
ク
の
動
力
パ
イ
プ
を

焼
き
斬
ら
れ
た
。

　
ヒ
ー
ト
ホ
ー
ク
を
捨
て
、
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
放
ち
、
距
離
を
取
る

ザ
ク
だ
が
、
逃
が
す
ま
い
と
ガ
ン
ダ
ム
は
二
連
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
を
向
け
る
。

　
距
離
五
○
○
メ
ー
ト
ル
。
確
実
に
当
た
る
距
離
。

「
当
た
る
っ
!?
」

　
世
界
が
ス
ロ
ー
に
変
わ
る
。
ど
ん
よ
り
と
し
た
何
か
が
流
れ
る
。
ダ
リ
ル
は

目
を
見
開
い
た
。

　
イ
オ
は
ト
リ
ガ
ー
を
引
き
、
銃
口
か
ら
眩
い
光
が
─
─
─

　
ピ
シ
ャ
ァ
ン
!!

「
!?
」
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何
か
が
空
か
ら
落
ち
た
。
ビ
ー
ム
は
ザ
ク
の
背
後
の
ビ
ル
状
の
デ
ブ
リ
を
破

壊
す
る
。
が
、
ザ
ク
に
そ
の
二
筋
の
光
が
当
た
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　
雷
。

　
空
か
ら
落
ち
た
雷
が
、
ビ
ー
ム
を
捻
じ
曲
げ
た
。

「
チ
ッ
!
」

　
イ
オ
は
舌
打
ち
す
る
。
苛
立
ち
が
募
っ
て
い
た
。

「
今
だ
!
」

　
一
瞬
驚
い
た
ダ
リ
ル
だ
っ
た
が
、
こ
の
光
景
は
一
度
見
て
い
る
。
す
ぐ
に
冷
静

さ
を
取
り
戻
し
、
サ
ブ
ア
ー
ム
か
ら
右
腕
に
ビ
ー
ム
バ
ズ
ー
カ
を
拝
借
。
両
腕
で

し
っ
か
り
構
え
て
ト
リ
ガ
ー
を
引
い
た
。

「
ぐ
う
う
う
う
う
っ
!
」

　
ビ
ー
ム
バ
ズ
ー
カ
の
一
撃
を
、
シ
ー
ル
ド
で
防
ぐ
。
爆
発
。
シ
ー
ル
ド
が
破
壊

さ
れ
、
ガ
ン
ダ
ム
は
そ
れ
を
捨
て
去
り
、
右
サ
ブ
ア
ー
ム
の
シ
ー
ル
ド
を
左
腕
に

装
備
。

　
燃
料
の
切
れ
た
プ
ロ
ペ
ラ
ン
ト
タ
ン
ク
を
捨
て
去
り
、
地
面
を
背
に
滑
る
よ
う

に
移
動
し
な
が
ら
二
連
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
の
ト
リ
ガ
ー
に
指
を
か
け
る
。

　
壮
絶
な
撃
ち
合
い
が
始
ま
っ
た
。

　
バ
ズ
ー
カ
を
発
射
、
緊
急
回
避
す
る
と
共
に
、
さ
っ
き
ま
で
い
た
場
所
に
赤
い

ビ
ー
ム
が
突
き
抜
け
る
。

　
ガ
ン
ダ
ム
が
ト
リ
ガ
ー
を
引
く
た
び
、
そ
し
て
ザ
ク
も
ト
リ
ガ
ー
を
引
く
た
び

に
轟
音
が
轟
き
、
建
物
が
破
壊
さ
れ
、
コ
ロ
ニ
ー
の
壁
に
大
穴
が
空
く
。

　
両
者
が
、
倒
す
べ
き
敵
へ
向
け
て
武
器
を
構
え
、
ト
リ
ガ
ー
を
引
き
、
相
手
の

攻
撃
を
回
避
す
る
。

　
建
物
の
影
に
隠
れ
、
大
型
ビ
ー
ム
キ
ャ
ノ
ン
を
放
つ
。
離
脱
、
上
昇
し
て
更
に

一
発
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
に
搭
載
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
ポ
ッ
ド
の
ミ
サ
イ
ル
を
全
て

放
ち
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
パ
ー
ジ
す
る
。

　
先
程
ま
で
隠
れ
て
い
た
ビ
ル
は
バ
ズ
ー
カ
に
よ
っ
て
跡
形
も
な
く
爆
破
さ
れ

て
い
る
。

　
バ
ズ
ー
カ
を
二
発
放
ち
、
後
方
宙
返
り
を
し
て
二
連
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
の
光
芒

を
避
け
る
。
バ
ズ
ー
カ
を
更
に
放
つ
。

　
三
点
バ
ー
ス
ト
を
デ
ブ
リ
を
盾
に
し
て
避
け
、
下
部
プ
ロ
ペ
ラ
ン
ト
タ
ン
ク
を
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パ
ー
ジ
。
バ
ズ
ー
カ
の
マ
ガ
ジ
ン
を
換
装
す
る
。

「「
は
あ
あ
あ
っ
っ
!!
」」

　
吠
え
た
。

　
ザ
ク
は
左
腕
に
ビ
ー
ム
バ
ズ
ー
カ
、
右
腕
に
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
バ
ズ
を
構
え
、
サ

ブ
ア
ー
ム
に
は
二
丁
の
ザ
ク
マ
シ
ン
ガ
ン
。
全
て
を
ガ
ン
ダ
ム
に
向
け
る
。

　
負
け
じ
と
ガ
ン
ダ
ム
も
増
加
装
甲
の
ミ
サ
イ
ル
ハ
ッ
チ
を
全
て
開
く
。

　
全
弾
発
射
。

　
山
嵐
を
超
え
る
弾
数
の
ミ
サ
イ
ル
が
飛
び
、
ザ
ク
を
包
囲
。

　
ダ
リ
ル
は
歯
を
食
い
し
ば
り
、
ミ
サ
イ
ル
を
避
け
な
が
ら
ザ
ク
マ
シ
ン
ガ
ン
を

ガ
ン
ダ
ム
に
向
か
っ
て
放
つ
。

　
と
、
ミ
サ
イ
ル
の
う
ち
の
一
つ
が
バ
ズ
ー
カ
に
命
中
、
破
壊
さ
れ
る
。

　
続
け
ざ
ま
に
光
芒
。
二
連
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
。
ミ
サ
イ
ル
の
合
間
を
縫
っ
て

放
た
れ
た
そ
れ
は
、
ビ
ー
ム
バ
ズ
ー
カ
も
ろ
と
も
左
腕
を
破
壊
。

　
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
ザ
ク
。
ダ
リ
ル
は
歯
か
ら
血
が
滲
み
出
る
。
だ
が
、
そ
れ
で

も
食
い
し
ば
っ
て
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
命
中
さ
せ
、
シ
ー
ル
ド
を
破
壊

し
た
。

「
こ
こ
で
決
着
を
つ
け
て
や
る
…
…
!
」

　
ダ
リ
ル
は
そ
う
一
言
、
ザ
ク
マ
シ
ン
ガ
ン
を
捨
て
去
り
、
バ
ズ
ー
カ
を
右
腕
に
、

建
物
の
影
に
隠
れ
る
。

「
義
足
野
郎
ォ
…
…
!
こ
こ
が
お
前
の
墓
場
だ
…
…
…
…
!
」

　
同
じ
く
ガ
ン
ダ
ム
も
コ
ロ
ニ
ー
外
へ
後
退
し
、
二
連
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
と
増
加

装
甲
を
パ
ー
ジ
。
右
腕
に
巨
大
な
窪
ん
だ
跡
の
つ
い
た
シ
ー
ル
ド
を
つ
け
、
左
手

は
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
を
構
え
る
。

　
建
物
か
ら
身
を
曝
け
出
し
、
バ
ズ
ー
カ
を
放
つ
ザ
ク
。
そ
れ
を
ガ
ン
ダ
ム
は
ス

ク
リ
ュ
ー
回
転
し
て
避
け
る
が
、
シ
ュ
ツ
ル
ム
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
左
足
に
命
中
、
左

足
を
失
っ
た
。

「
こ
の
野
郎
!
」

　
唇
を
噛
み
締
め
な
が
ら
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
を
振
り
払
い
、
両
足
を
何
と
か
破
壊

す
る
。

　
ザ
ク
は
制
御
を
失
い
、
失
っ
た
右
腕
か
ら
煙
を
出
し
な
が
ら
不
安
定
な
挙
動
を

見
せ
、
コ
ロ
ニ
ー
内
に
姿
を
消
す
。
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ガ
ン
ダ
ム
は
イ
オ
が
相
当
息
を
切
ら
し
て
お
り
、
ザ
ク
が
コ
ロ
ニ
ー
内
に
入
っ

て
い
く
様
子
を
荒
い
息
を
吐
き
な
が
ら
見
て
い
る
。

　
長
き
に
渡
る
二
人
の
宿
命
が
、
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
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